




The Study of shift to sense of “yutori of mind” 

















































































































間は 1 セッション30分程度である。セッション 1 （以下、
＃ 1 とする）は、調査協力者の緊張も予測されるため身
体を弛めることを重視した声かけを行った。セッショ









　質問紙は、（ 1 ）心のゆとり感尺度、（ 2 ）動作感尺度、
（ 3 ）フェイスシート（パスワード）で構成されている。
 （ 1 ）フェイスシート　調査協力者の変化が特定できる
よう、パスワードの記入を求めた。なお、記入について
は、調査協力者が同意した上で記入している。









































































 （ 1 ）サート実施による心のゆとり感の変化　サート
実施による心のゆとり感の変化を検討するため、 5 名の



























































表 4 　＃ 1・＃ 3における心のゆとり感尺度の平均値
実施前 実施後 t値
＃１ 4.13 4.99 4.16 *
＃３ 4.11 4.80 2.57 †
＃１ 4.20 5.25 3.13 *








 （ 2 ）動作感尺度　各セッションの下位尺度得点を作成
し、動作感尺度の平均値を算出した（表 5 ）。動作感尺














より分析した結果、表 6 の通り 4 タイプに分かれた。「ゆ




















表 5 　＃ 1・＃ 3における動作感尺度の平均値
カテゴリー名 心ゆとり感尺度の特徴 特徴 富田（2012）との比較 事例の分類
ゆとり感実感弱群 充足低・焦り中間群 実感を捉える力が弱いが、困り感や葛藤自体はない 第3クラスターに近い E
ゆとり感維持群 充足中間・焦り低群 自己理解が深く状況に応じ、自分に合った対処方略を行うことができる 該当なし D
ゆとり感生成群 充足高・焦り低群 ゆとり感の有無に関係なく、ストレス対処方略を使用できる 第1クラスター A・B
ゆとり感変動群 充足低・焦り高群 ゆとり感の有無に左右されやすく、時に、ストレス対処方略が使えなくなる 第4クラスター C
s
表６  心のゆとり感のあり方による分類表 6 　心のゆとり感のあり方による分類
表７　各事例における＃1・＃3の心のゆとり感の推移
＃1 ＃3 ＃1 ＃3
Bさん +1.20 +0.40 -1.58 -0.67
Cさん +0.50 +1.45 -1.25 -2.50
Dさん +0.80 +0.90 -0.58 -0.58
Eさん +1.45 +0.85 -1.83 -2.50
（実施前・実施後の得点差）
＃2 3.90 4.75 +0.85 4.58 5.83 +1.25
＃3 4.00 4.90 5.33 5.92
充足 焦り・不安




















とに＃ 1 と＃ 3 において、  5 つの分類（①自己の客観視、
②体験と距離の調節、③主体感覚の獲得、④見通しを持
つ、⑤リラクセイション）に該当する発言を行った程度
をまとめている。発言が無い場合は×、  1 ～ 3 個の発言
は△、  4 ～ 5 個の発言は〇、  6 個以上の発言は◎と表記
している。
②事例
事例 1 ：Bさん　Bさんは、「ゆとり感生成群」に属して 
いた。表 7 より＃ 1 ・＃ 3 どちらのセッションにおいて
も、実施前と比べ実施後によりゆとり感を感じられる状























事例 2 ：Cさん　Cさんは、「ゆとり感変動群」に属して 



































表８　各事例における＃1・＃3の動作感得点表 8 　各事例における＃ 1・＃ 3の動作感得点
心のゆとり感の変化に関する研究
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＃1 ＃3 ＃1 ＃3 ＃1 ＃3 ＃1 ＃3 ＃1 ＃3
Bさん △ ◎ △ △ 〇 〇 × × 〇 △
Cさん 〇 ◎ × △ ◎ 〇 × × △ 〇
Dさん 〇 〇 △ △ △ 〇 × × 〇 △
Eさん 〇 △ × △ ◎ ◎ × × △ ×
（キーワード数）0個:×，1～3個:△，4～5個:〇，6個以上:◎　　
表10　各事例におけるインタビュー調査時のキーワード数（＃1・＃3）
①自己の客観視 ②体験と距離の調節 ③主体感覚の獲得 ④見通しを持つ ⑤リラクセイション
表10　各事例におけるインタビュー調査時のキーワード数（＃1・＃3）
30
事例 3 ：Dさん　Dさんは、「ゆとり感維持群」に属して 






















事例 4 ：Eさん　Eさんは、「ゆとり感実感弱群」に属し 
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